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連結子会社の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社トマトスタンプを下記のとおり吸収合併することを

決議しましたのでお知らせします。 

なお、本合併は、当社の 100％子会社を対象とする簡易合併であるため、開示事項・内容を一部省略しています。 

 

記 

 

１. 合併の目的 

株式会社トマトスタンプは、当社が 100％出資している連結子会社であり、当社のポイントカードを運営する事業を展

開していましたが、この度、当社独自のポイントサービスから共通ポイントサービス（Ｔポイントサービス）へ変更した

ことに伴い、経営資源の集中と効率化を図るため、同社を吸収合併することとしました。 

 

２. 合併の要旨 

(1) 合併の日程 

合併決議取締役会 (両社)             2013 年１月 10 日 

合併契約承認株主総会 (株式会社トマトスタンプ)  2013 年１月 10 日 

合併契約締結                   2013 年１月 10 日 

合併期日 (効力発生日)              2013 年２月 28 日（予定） 

   (注)本合併は、会社法第 796 条第３項に定める簡易合併によるため、当社において合併契約承認株主総会は開催し

ません。 

 

(2) 合併の方式 

当社を存続会社、株式会社トマトスタンプを消滅会社とする吸収合併方式で、本合併により株式会社トマトス

タンプは解散します。 

 

(3) 合併に係る割当ての内容 

当社が 100％出資している連結子会社との合併であるため、本合併による株式の割当て及びその他の財産の交付

は行いません。 

 

(4) 合併に伴う消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

株式会社トマトスタンプは新株予約権及び新株予約権付社債を発行していません。 

 

 

 

 



   

 

 

 

 

３. 合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1) 名 称 株式会社マルエツ 株式会社トマトスタンプ 

(2) 所 在 地 東京都豊島区東池袋五丁目 51 番 12 号 東京都豊島区東池袋五丁目 51 番 12 号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 髙橋惠三 代表取締役社長 栄谷慶造 

(4) 事 業 内 容 生鮮食料品をはじめとした食料品全般、

雑貨及び衣料品等の販売を行う小売及び

不動産事業等 

ポイント券の販売及びポイントカード運用

事業 

(5) 資 本 金 37,549 百万円 25 百万円 

(6) 設 立 年 月 日 昭和 27 年６月 16 日 昭和 60 年９月 20 日 

(7) 発 行 済 株 式 数 128,894,833 株 500 株 

(8) 決 算 期 ２月末日 ２月末日 

(9) 大株主及び持株比率 イオン株式会社        32.97％ 

丸紅株式会社         29.70％ 

株式会社マルエツ        100％ 

(10) 直前事業年度の財政

状態及び経営成績 
平成 24 年２月期（連結） 平成 24 年２月期（個別） 

純 資 産 61,285 百万円 △189 百万円 

総 資 産 132,180 百万円 46 百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産 489 円 20 銭 △378,528 円 97 銭 

営 業 収 益 323,179 百万円 415 百万円 

営 業 利 益 6,963 百万円 44 百万円 

経 常 利 益 6,720 百万円 42 百万円 

当 期 純 利 益 956 百万円 42 百万円 

１株当たり当期純利益 7円 66 銭 84,571 円 63 銭 

 ※株式会社マルエツの「大株主及び持株比率」は、平成 24 年８月 31 日時点の状況を記載しています。 

 

４. 合併後の状況 

吸収合併存続会社である当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期のいずれも本合

併による変更はありません。 

 

５. 今後の見通し 

本合併は、100％連結子会社との合併であるため、当期以降の連結業績に与える影響は軽微です。 

 

以 上 


